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昨年末に行ったアンケートでは、合計で186通も意見を寄廿ていただきました。ありがとうございました。今回はその結果を報告します。皆さんの貴重な意晃を参考に区長にプレゼンテーション
しました。以下、意見が多く来た順番に紹介します。㊨

誰位瓢居揚醜
テニスやサッカー、野球なとのスポーツができる

場所がほしい、という意見が一番多かったです。

確かに公園があっても球技ができない場所が多い
ですよね1私たちの思いをしっかり伝えました。

　　　　奥　群

2位1憲墾鐸問題・

深い意見が多かったです。大人が間違ったことを

している子ともを注意しないなと、大人の問題を

あげていたし人家庭でのしつけ、学校教育などに

ついての意見が多くありました。遠いようでいて

私達のとても近くでおこっている青少年の犯罪を

減らすには大入も子ともも一緒になって考えてい

かなければならないですね。

漁位驚意見蓑晦

多くの入が家や学校なとで意見を聞いてもらえな

かった経験があるようです。また、親や教師→大

人との関係に悩んでいるという意見もありました。

これらを解決していくには子どもが意見を言える

環境づくりや意見をきちんと聞き、受けとめるこ
とが大事だという意見がありました。

鰻帆肌穫会参画

大人と同じように子ともも事業に参加したいとい

う意見が多かったです。子ともの中に入ると新鮮

な意見が出るし、大人の立場では分からない意見

が言えるので大人にとっても良いという意見もあ

りました。一方、子ともが意見を言っても無視さ

れる、また、意見を出す機会がないという意見も
ありました。

rユースプロジェクトすぎなみ」では去る12月27目に区長との懇談会を

開きました。当日は下記の内容でプレゼンテーションを行い、区長から

様々な意見やアドバイスなとをいただきました。
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嶽禦轍舞薦這

　私たちは自分たちが「あったらいいな」と思う居場所について話しました。　　　　　　　　　　　i

　居場所がほしい理由は3つあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

1．大人に大事な話しを聞かれたくない！→友達関係、恋のお話し

2．いっもと違う落ち着ける空間がほしい1→ゆとりがあってのびのびとした空間　　　　　　　　1

3，お金がかからない場所がほしい1→お小遣いがそんなにないので…　　　　　　　　　　　　　　i

　今回は居場所についてアンケートの結果で一番多かった、広い場所でスポーツのできる場所がほしいi

という意見を中心に区長への提案を考えました・広い場所は学校の校庭や体育館、スポーツセンタ で　1

いいのでは？と思われる方もいらっしゃるとは思いますが、学校の体育館、校庭は部活で使っています1

　意見表明とひと一とに言っても、イメージするものはたくさんあるでしょう。そ

の中でも「私達子どもにとって、意晃を伝えたいのに、それが困難なのはとんな場

△だろう？」という考えから、今回はいじめを受けている子ともの意見表明につい

て特に焦点をあててプレゼンテーションを行いました。

　まず‘‘いじめを受けている子ともが、何も恐れることなく自由に意見を伝えられ

る環境をつくりたい。そんな環境が実現すれば、とのような子どもでも意見表明し

やすい杉並になる”

のか」、「意見表明をすることによるメリット」なとを話し合いました。そして、

接的にでもいじめの減少につながってほしい1」という思いから、

　自分の意見をはっきり伝えいじめを未然に防ぐために、①学校の授業で話す・

意見表明権について学び、自分の慧見を伝えることの大切さを知る、

めに、いじめに関する専門機関をつくる（カミングアウトも一種の意見表明と考える）

杉並版“しゃべり場”をつくる、また、私達にできることとして、

象とした意見表明の大切さについての講習会を主催する、

んは発表を熱心に聞いてくださいました。

　これらの提案のうち、“いじめをテーマにしたしゃべり場”ぱ‘いじめに

ついての意見交換会”として来年度に実現することが決定しました。㊨

という目標を設定しました。これを軸に「いじめられている子ともはなぜ慧見表明がでさない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「意見表明することを通じて、間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉並区に対し下記のような提案をしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聴く練習の時間を取り入れる、②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③実際にいじめられている子どもを助けるた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④いじめをテーマにした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤いじめ体験を聞く会を主催する、⑤先生を対

　　　　　　　　　　　　　　　なとの希望も伝えました。区長をはじめとした区の皆さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藍ll麓慧醜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対策を考え、区長に提案しました。最近の青少年は、飲酒もタノ

　も体に良くないと知っていても、実際病気になる人が身近にいないため実感がわかないし、友達付き合いや好奇
・
、
親 の影響でしてしまうという現状でした。そこで私たちは未成年が酒やタバコを購入できないようにするため

　　店やコンピエでは免許証や住民票といった確実に年齢を確認できるものの提示を義務づけ、自動販売機は昼間

学校がある時間だけしか使えないようにすれぱ良いのではないかと考えました。万弓1きは大半が高校生で、店員や

客の目の届かない店舗の奥が被害にあいやすい現状だったため、店員の目の届かない場所で万引きを目撃したお客

様がお店に報告しやすくするために、場所・雰囲気に気を配った『防犯コーナー』　　　　　　　　襲　　　蟹翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎi　置することで解決につながるのではないかと考えました。青少年問題について

重要なことは『早期発見・早期治療と周りの環境』です。

　青少年犯罪をなくすためには地域の人達の交流を深め、他人の子供であっても

悪いことをしていたら注意できるような人閤関係を築き、自然に青少年悶題がな

くなるような環境を作るべきです。そのために、全体的な結論として同じ境遇の
親を集めて交流会を開いてはごうかと提案しました。㊨

i鍔

　今回私たちは子とものr社会参画』について区長に提案しました。

　なぜ私たちがr社会参画」をテーマしたかというと子ともが社会参画をすることで、将来大人になっ　i

たときに社会に関心が持てたり・様々な人と出会い幅広い意見を吸収できたりという利点があるからでi

す。また、ユースプ日ジェクトすぎなみでアンケートをとったところ、『子どもの社会参画の機会を増i
やしてほしい』という意見が多数ありました。しかし現状では、子ともの社会参画は形だけで、子ども1

は大人の手伝いだけ、という例も少なくありません。そこで私たちは今回の懇談会で、『子ともに社会i

参画する機会と情報を増やしてほしい』ということやr子ともの社会参画を促進する為に大入の意識も　i

変えてほしい』という提案をしました。さらに区の職員だけでなく、一般区民も交えた話し合いの場をi

作ってほしいということや・子とも勘｛企画から参加し・自分た　　　　1　翻
ちの力でやり遂げるということや子と1ものネットワークを広げる　　　　　　　　　　　　　　　　1

ことを目的としたr学校対抗クイズ大会』という企画を具体例で

挙げました。『学校対抗クイズ大会』は区長も良い反応をして下　　　　　　　　　　　　　　　　i

さり、予算がつくかもしれないということでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　最近、自立出来ない子ともが増えていると言われている中で、　　　　　　　　　　　　　　　　　i

このような企画を子ども達で完成させ、その中で成長することが

本当の大人になる一歩ではないのでしょうか？？㊥
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険》触晦

　rユースプロジェクトすぎなみってとんな活動してるの？？」

と聞かれたら、私は真っ先にr楽しい活動4」と答えます。

私がユースプロジェクトに入って学んだ楽しさは2つあり

ます。

　まず1つ目は、学校や塾では知り合うことのできない人

と友達になれる楽しさです。ユースプロジェクトには中学生から18歳までの男女が27入いますが、み

な個性的でとてもおもしろいです！自分とは全く違う意見を持っている人がいたり、今までにない新

しいアイデアを提案する人がいたり…。

　もう1つは新しいことを知る楽しさです。学校のように先生の話しを聞いてノートに取る、という

形ではなく、（ユースプロジェクトは）自分から積極的に参加していくものです。その中で得られる

知識は教科書に書いてあることだけではありません。例えば、今までユースプロジェクトは、子ども

の権利条約のリーフレット・冊子を作成したり、韓国の友好都市である瑞草区の中高校生との交流を

図るために一緒に合宿したし人フォーラムに参加したりしてきました。そのようなことが教科書に書

いてあると思いますか？私はそうは思いません。韓国の文化や子ともの権利条約のこと、始めは知ら

ないことばかりだったけれと、学んでいくにつれて、とんとん「知る」ということが楽しくなってき

たんです。

　だから、私はユースプロジェクトすぎなみに入って本当によかったと思っています！自分の意見を

しっかり持てるようになり、いろいろな角度からものごとを見つめられるようになったなあ、と感じ

るときが多くあります。きっと誰もがそう思えるんじゃないかと思います。ですから

つ一2づoジエわト窃きな∂アに皆されも入っこ切まぜれ力’9

　私たちはより多くの人がこの活動に参加して、今まで以上に

会議を活発にしていきたいと考えてます！

　たくさんの応募、待ってます〃㊧

1．応募資格

2．公募人数

3．委員任期

4．活　　動

5．

6．

7．

8．

区内在住・在学・在勤の中学生から18歳までの方

10名程度（応募多数の場合は抽選）

2年（再任可）

区役所会議室等で月1～2回程度

午後6時から午後8時までを予定

その他委員には活動場所までの交通実費が出ます。
応募方法　平成17年4月288（木）までに担当へ電話または手紙で応募してください。

　　　　※必要項目：氏名、住所、電話番号、学校名、学年

決定通知　平成昇年5月13日（金）までに通知を発送します。

問い合わせ及び応募先

　　　　杉並区役所保健福祉部児童課子とも青少年係　ユースプロジェクトすぎなみ担当

　　　　㊨総6－8570　杉並区阿佐谷南1－15－1

　　　　鶴　G3－3312－2U1（代表）
　　　　E－maiI　JIDO－K＠clty．suginami．Ig．lp

4

　　　　　　　　～未成年の主張～

　　　第1号
発行

平成17年3月9日

ユースプロジキクトすぎなみ

（事務局：杉並区保健福祉部児童課）

※こユース＋ユ ス＝にゆ一す

灘ヨ襲澄□涯外礎酬謂多並区に在住・在学している中学生から筆購撫1
曇畢鱗難蒸で精哉されている団体です。普段月に窪～2回ほと区役所に集まiう『繋｛葺薫緊

黛増区鰹螺談会のために話し合ったり・子ともの権利条約蒲弊問麟蒸騨1
醗⑳勉齢硫っ剋しています・舶行われた区長との懇談会で瞬4鰹φ恭驚
繕に蟻灘叢てプレゼンテーションをしました。私たちは何度も何度も話し合蕎蕊秦た察篶ll

熊鞭鴎講講ことが礎ました・しかし移くの時間をかけ碕購鍵醸寄蘇
難簾磁終わ謎て墜うのはもったし・ない！もっとたくさ碑墨私韓轄繋騰1

纏鐵灘糞発粥罷篇窪，1禦認轟藤鷺欝鑑…

　の　ロロ　　　　ロハル　　ゆハ　ロ　　ロ　ロミぶ　ハ　 ハ　ロ　ゆロ　　ハゆ　　セ　　ロ　　じマ　　ヤむ　ヒ　　ロマぼ　 ヨ　ぬ　　ロな

〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　託並ユー領7オー・弓∠・屠闇・曜の献細㍉廿1

、
　電灸畷隅照監皿堅困㎜皿置、　屋　鳳i皿唖梱　腰陶皿画　照“唖　岱皿覧璽盈　櫓し鷹皿皿噸6

私たちにとって身近な課題について、自分たちの素直な気持ちを話してみませんか？

テーマは居場所、青少年問題、意見表明、社会参画です。

当日はユースプ0ジェクトすぎなみ委員のプレゼンテーションをもとに慧見交換をします。

一人でも、お友だちと一緒でもO　Kですので是非ご参加ください。

1．開催日時等　平成17年3月25日（金）

　　　　　　　13：30開会、テーマごとの発表

　　　　　　　15：00～分科会

　　　　　　　総：15～全体会

　　　　　　　17：00閉会
2．会場

　　　　⑭

警察署灘△

イメージ図

産業商工会館（杉並区阿佐谷南3－2一蓬9）

※J　R中央線阿佐ヶ谷駅　徒歩約5分
東京メト目丸ノ内線南阿佐ヶ谷駅　徒歩約5分

3．参加対象者及び人数
　区内の中高校生、その他の約120名まで
4。参加申込

　　3月掲巳（金）までに電話または電子メールにより申し込みください。

　　（氏名、連絡先、所属団体名または学校名、希望の分科会をお知らせください。）

　なお、分科会に参加せず発表または全体会のみを聴講する場合、申し込みは不要ですので

　直接会場にお出でください。

5．申し込み及び問い合わせ先
　杉並区役所保健福祉部児童課子とも青少年係（電話番号等は4頁を参照）

蓬


